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アジア州プリント 名前

問1 世界の小麦と米の生産状況について、2014年の統計資料に基づいた説明として最も適切なものはどれか選びなさい。 （2018年 大阪府公立入試 類似）

1. 小麦の生産量で17.3％、米の生産
量で27.9％を占めていずれも世界1
位である中国は、巨大な人口を抱え
るため国内消費量も多い。

2. 乾燥した気候に適した小麦はオー
ストラリアやフランスが世界1位と2
位を占め、温暖湿潤な気候に適した
米は中国とインドが上位を占める。

3. 小麦の生産量において第3位のロ
シアや第4位のアメリカ合衆国は、米
の生産量においても世界1位または2
位を占めている。

4. 米の生産量で上位4位に入るイン
ドネシアやバングラデシュは、同様
に小麦の生産量においても世界トッ
プクラスである。

問2 アジア太平洋経済協力（APEC）に加盟している国々を示した資料において、日本、アメリカ合衆国、オーストラリアとともに国名が挙げられて
いる場合がありますが、次のうち、実際にはAPECに加盟していない国はどれですか。 （2023年 京都府公立入試 類似）

1. 日本 2. アメリカ合衆国 3. オーストラリア 4. ブラジル

問3 南アジアに位置するインドにおいて、全人口の約80％という圧倒的な割合を占め、人々の生活様式や文化に深く結びついている宗教の名称とし
て正しいものを選択してください。 （2021年 兵庫県公立入試 類似）

1. イスラム教 2. ヒンドゥー教 3. 仏教 4. キリスト教

問4 中国では、1970年代後半から「改革・開放」政策が進められ、広東省のシェンチェン（深セン）をはじめとする南部の沿海部に、外国企業の進
出や資本・技術の導入を優遇する地域が設けられました。この地域の名称とその設置目的の組み合わせとして、最も適切なものはどれか。
（2018年 茨城県公立入試 類似）

1. 人民公社 ― 土地を国有化し、大
規模な集団農業によって農作物の増
産を図るため

2. 自治区 ― 少数民族の独自の文化
を保護し、伝統的な生活を維持する
ため

3. 経済特区 ― 内陸部の農村から沿
海部への人口流入を阻止し、食料自
給率を高めるため

4. 経済特区 ― 外国企業の進出や資
本・技術を受け入れ、経済を活性化
させるため

問5 ベトナム政府による外国からの投資を促す政策の内容や、同国への外国企業による投資額の推移をまとめた資料によると、近年、投資額が著し
く増加している傾向が見て取れます。このような変化が起きた背景にある、ベトナム政府の経済政策の狙いを説明したものとして、最も適切な
ものはどれですか。 （2023年 宮城県公立入試 類似）

1. 東南アジア諸国連合（ASEAN）加
盟国以外からの投資を法律で禁止し
、域内での経済協力のみに限定した
。

2. 経済成長に不可欠な外貨や技術を
導入するため、外国企業の誘致に向
けた環境整備を充実させた。

3. 国内企業が国際競争に巻き込まれ
ないよう、外国企業の進出を制限す
る保護貿易政策を強化した。

4. 伝統的な農業を輸出の柱に据える
ため、工業への投資を減らして農村
部のインフラ整備を最優先した。

問6 日本とASEAN加盟国の間には時差が存在します。日本の標準時子午線は東経135度ですが、タイなどは東経105度を標準時としています。この
経度の差から生じる、日本とタイの時差と時間の進み方についての説明として正しいものを次から選びなさい。 （2024年 神奈川県公立入試 類似）

1. 緯度の差が大きいため、季節によ
って時差が変動し、夏の間だけタイ
の時刻が日本より3時間遅れる

2. 日本とタイはほぼ同じ経線上に位
置しているため、時差は全く発生し
ない

3. 経度差が15度あるため1時間の時
差が生じ、日本より東にあるタイの
時刻は日本より1時間進んでいる

4. 経度差が30度あるため2時間の時
差が生じ、日本より西にあるタイの
時刻は日本より2時間遅れている

問7 東南アジアなどの温暖な地域で広く行われている、同じ土地において1年のうちに同じ農作物（主に稲）を2回収穫する栽培方法を何といいます
か。 （2021年 滋賀県公立入試 類似）

1. 二期作 2. 二毛作 3. 促成栽培 4. 転作

問8 タイの工業化が進展した背景について、輸出統計において自動車が大きな割合を占め、その生産の約8割を日本企業が担っているという状況から
推察される、経済的な仕組みとして正しいものを次の中から選びなさい。 （2019年 高知県公立入試 類似）

1. 輸出を制限することで国内での消
費を優先させ、伝統的な手工業の保
護を最優先する経済政策をとった。

2. 日本などの外国企業からの直接投
資を積極的に受け入れることで、国
内に多くの工場が建設され工業化が
進んだ。

3. 自国内の資源を有効活用するため
に、特定の農産物のみを生産するモ
ノカルチャー経済への依存を強めた
。

4. 海外からの輸入を制限し、国内市
場向けの製品のみを製造する輸入代
替型の工業化を国家戦略の軸とした
。

問9 西アジアなどの産油国では、原油価格の変動が国内総生産（GDP）の増減に直接的な影響を与えることが多くあります。このように、特定の天
然資源の輸出に経済を過度に依存している産業構造を背景として、価格の下落時に懸念される事態を説明したものを選びなさい。 （2016年

山形県公立入試 類似）

1. 輸出による外貨収入が減少し、国
家予算の不足や経済成長の鈍化を招
く

2. 資源の希少価値が高まるため、代
替産業である農業が急速に発展する

3. 資源以外の産業が十分に自立して
いるため、経済全体への影響はほと
んどない

4. 輸入に頼る生活物資の価格が下が
り、国民の生活水準が大幅に向上す
る

問10 世界全体の農産物生産量を示すデータにおいて、アジア州が約9割近くを占める「米」や「茶」のほかに、東南アジアなどでプランテーション（
大規模農園）を中心に栽培され、世界生産の多くを占めている作物はどれですか。 （2025年 秋田県公立入試 類似）

1. てんさい 2. オリーブ 3. 天然ゴム 4. ブドウ

問11 南アジアでは、半年ごとに風向きが変化する季節風（モンスーン）の影響を強く受けます。夏にインド洋からヒマラヤ山脈に向かって吹く湿っ
た風が多くの雨をもたらすことを利用して、ガンジス川の中・下流域で盛んに栽培されている農作物を次の中から選びなさい。 （2024年

宮城県公立入試 類似）

1. 小麦 2. コーヒー 3. 米 4. 綿花

問12 乗用車の生産体制について、日本と、新興国であるインドやブラジルの状況を比較した説明として最も適切なものはどれですか。2016年の統計
資料によると、日本の生産上位5社はすべて自国（日本系）企業で占められていますが、インドやブラジルにはこれとは異なる特徴が見られます
。 （2019年 群馬県公立入試 類似）

1. インドでは、上位5社のほとんど
をアメリカやイタリアなどの欧州企
業のみが占めている。

2. ブラジルでは、日本系企業が進出
しておらず、自国企業と韓国系企業
のみで生産が行われている。

3. インドやブラジルでは、自国の産
業を保護するため、自国メーカーの
みで生産を行っている。

4. インドやブラジルでは、日本系、
韓国系、ドイツ系などの外国資本の
企業による生産の割合が高い。
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答え合わせ・解説
問1 答え 1

小麦の生産量で17.3％、米の生産量で27.9％
を占めていずれも世界1位である中国は、巨
大な人口を抱えるため国内消費量も多い。

中国とインドは、世界の主要な主食である小麦と米の両方で世界トップの生産量を誇りますが
、これは自国の人口が多いため国内での需要が極めて高いことが背景にあります。一方で、ロ
シアやアメリカ合衆国は小麦の生産量は多いものの米の生産順位は高くなく、逆にインドネシ
アやバングラデシュは米の生産は盛んですが小麦の生産量は上位には含まれません。

問2 答え 4
ブラジル

APECは「アジア太平洋」地域の経済協力を目的とした組織です。日本、アメリカ合衆国、オ
ーストラリアはいずれも太平洋に面しており加盟していますが、ブラジルは南アメリカ大陸の
東側に位置し、大西洋に面しているため、この枠組みには含まれていません。地域協力の組織
を考える際は、その国の地理的条件を確認することが重要です。

問3 答え 2
ヒンドゥー教

インドでは古くからの伝統や習慣が体系化されたヒンドゥー教が、人口の約8割を占める最大
の宗教となっています。カースト制度に由来する社会慣習や、牛を神聖視する食文化、ガンジ
ス川での沐浴など、インドの人々の生活の基盤となっています。

問4 答え 4
経済特区 ― 外国企業の進出や資本・技術を
受け入れ、経済を活性化させるため

中国は1978年からの「改革・開放」政策により、市場経済の導入を図りました。その一環と
して、外国からの投資や技術を呼び込むために設置されたのが経済特区です。これにより、シ
ェンチェンなどの沿海部は急速な発展を遂げ、中国は「世界の工場」と呼ばれるほどの工業成
長を達成しました。

問5 答え 2
経済成長に不可欠な外貨や技術を導入するた
め、外国企業の誘致に向けた環境整備を充実
させた。

ベトナム政府は、自国の経済発展を加速させるために必要な資金（外貨）や高度な技術を海外
から導入することを目指しました。そのため、外国企業が活動しやすい環境を整える「工業団
地」の整備や「税金の免除」といった積極的な誘致政策を展開しました。その結果、製造業を
中心とした多くの「外国企業」がベトナムへ進出し、輸出額の増大や雇用の創出につながり、
統計上の「投資」額も右肩上がりで推移することとなりました。

問6 答え 4
経度差が30度あるため2時間の時差が生じ、
日本より西にあるタイの時刻は日本より2時
間遅れている

時差は経度15度につき1時間生じます。日本の東経135度とタイの東経105度の差は30度であ
るため、30÷15＝2時間の時差が発生します。地球は東から順に夜明けを迎えるため、より西
に位置するタイは日本よりも時刻が2時間遅れることになります。緯度は気候には影響します
が、時差の計算には関係しません。

問7 答え 1
二期作

温暖な気候を利用して、同じ土地で年2回、同じ作物（稲など）を育てる仕組みを指します。
一方、同じ土地で1年のうちに異なる2種類の作物（例：米と麦）を育てる場合は「二毛作」と
呼ばれ、これらは入試で非常によく比較されるため区別が必要です。また、別の作物に作り替
えることは「転作」、成長を早めて出荷時期をずらす工夫は「促成栽培」と呼ばれます。

問8 答え 2
日本などの外国企業からの直接投資を積極的
に受け入れることで、国内に多くの工場が建
設され工業化が進んだ。

タイの工業化は、日本をはじめとする外国企業が現地に資本を投じ、工場を建設して生産活動
を行う「直接投資」によって急速に進展しました。特に自動車産業においては日本のメーカー
が生産の大部分を占めており、タイは世界的な輸出拠点としての役割を果たすようになってい
ます。

問9 答え 1
輸出による外貨収入が減少し、国家予算の不
足や経済成長の鈍化を招く

産油国の多くは、国の収入の大部分を原油の輸出に頼るモノカルチャー経済に近い構造を持っ
ています。そのため、国際市場で原油価格が下がると、国に入ってくる資金が大幅に減り、イ
ンフラ整備や社会福祉といった公共サービスの停滞、経済成長のマイナス化といった深刻な影
響を受けることになります。このため、近年では観光や金融など、資源に頼らない産業の多角
化が課題となっています。

問1
0

答え 3
天然ゴム

タイやインドネシア、ベトナムなどの東南アジア諸国では、熱帯の気候を活かして天然ゴムの
生産が盛んに行われています。もともとは植民地時代に開かれたプランテーションで栽培が始
まりましたが、現在でもアジア州は天然ゴムの世界生産において圧倒的なシェアを維持してい
ます。オリーブやブドウは主に地中海性気候の地域で栽培される作物です。

問1
1

答え 3
米

南アジアのガンジス川流域では、夏の季節風（モンスーン）がインド洋から湿った空気を運ぶ
ため、非常に降水量が多くなります。稲の生育には大量の水を必要とするため、この気候特性
を活かして米の栽培が盛んに行われています。一方、より乾燥した地域や降水量の少ないイン
ダス川流域などでは小麦の栽培が中心となります。

問1
2

答え 4
インドやブラジルでは、日本系、韓国系、ド
イツ系などの外国資本の企業による生産の割
合が高い。

インドやブラジルといった新興国における工業化は、先進国の多国籍企業による直接投資や現
地工場の設立によって進展してきた歴史があります。そのため、自国メーカーが中心となって
生産を行う日本などの先進国とは異なり、外国資本の企業が生産シェアの多くを占めるという
特徴があります。特にインドでは日本系や韓国系企業、ブラジルではドイツやアメリカ、イタ
リア、日本などの企業が生産上位に名を連ねています。


